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論文内容要旨
 エナメル質初期表層下脱灰巣の, 再石灰化現象による可逆性変化を, 人工的初期齲蝕病巣につい
 て実験的に検索した。 方法:人工的初期齲蝕病巣 (初期表層下脱灰巣) は S圭iversto簸e の乳酸加ゼ
 ラチン法により形成した。 再石灰化実験では, Koロ10琶r呈des の処方による石灰化液に10β 閥浸潰し
 た。 これらの実験試料について, C里1romasca簸 により試料表面の色調変化を測定したのち, 研磨標
 本として, C麺R・薦光顕微鏡・走査型電顕を用いて観察した。 また, いくつかの試料につきエナメ
 ル質溶解性試験を行なった。 結果および考察:永久歯では, 組織学的に, 3日間脱灰試 料 で 平 均
 20μ, 1週間で 35μ, 2週闘で 50μ 前後と緩徐な脱灰進行がみられたが, 脱灰期間が3週間を越え
 ると急激な進展を示し, 平均 ioOμ 以上に達し, 4週間脱灰の試料では 200μ におよぶものが認め
 られた。 乳歯でも同様の傾向がみられ, それぞれ, 平均 17μ, 30μ, 44μ, 80μ および 132μ で, 永
 久歯に比較すると一般に浅かった。 これ らの試料を石灰化液に浸潰すると脱灰期間の短い 試料では
 いずれも脱灰の進行過程とは逆行性の変化をたどっ て, 病巣の縮小する様相がみ られ, とくに2週
 間までの脱灰試料では永久歯・乳歯ともかなりの範囲で病巣が回復されることが認め られた。 CMR
 ・偏光顕微鏡による観察でもこのような石灰化液浸漬歯面下の初期齲蝕病巣は, 脱灰前の石灰化像
 と同様の所見を呈し, また負の複屈折性を回復していた。 しかし脱灰期間が長く, 脱灰巣の深さが
 永久歯で 鎗毎, 乳歯では 70-80μ を越えた試料では, 回復の割合が著しく減少し, まったくその
 傾向を示さないものも認められた。 脱灰期間1週および一部の2週の試料の走査電顕像では, 石灰
 化液浸漬歯面に均質な沈着物がみられ, 深部には, 形態的に DCPD ないし OCP に類似する, 薄
 板状で鋭利な結贔様構造物が認め られた。 さらに2週および3週間の脱灰試料では, 石灰化液浸漬
 歯面に, 小粒状の結鹸様構造物がみられ, エナメル質表面の脱灰によって生 じた小窩を閉塞するよ
 うな像を呈していた。 このような構造物は再石灰化現象による病巣の回復性に重要な影響をおよぼ
 しているものと思われる。 永久歯の研磨標本を, 人工的に破折した走査電顕像では, 光顕的に回復
 を示 した部位ではエナメル質結晶の太さが不規則に太くな り, 健全エナメル質結晶の約2倍に成長
 .しているものもあるのが認められた。 また, 小柱間には粒状の結晶様構造物の沈着が認 め られ た
 が, このことは再石灰化現象が単に結晶成長だけではないことを示唆している。 C盆omasca簸 によ
 る試料表面の色調変化測定および石灰化液浸漬後のエナメル質溶解試験の結果も, 再石灰化現象に
 よるエナメ ル 質表暦下初期齲蝕病巣の回復性の度合い とよく一 致 していた。
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審査結果要旨
 臨床的に, 初期エナメル質う蝕 (白斑) のあるものは自然に消失することが知 られているが, そ
 の本態についてはまだ不明な点が少なくない。 本論文はこの点を明確にするために, 人工的初期う
 蝕病巣を駕 いてエナメ ル質の表層下脱灰 巣の再石化現象による可逆的 な変化を経時的 に詳細 に検 討
 したものである。
 本論文によると, 永久歯試料では, 3罠間脱灰したものでは約 20μ の深さの表層下説灰巣 が 生
 じ, 1週間の脱灰では約 35μ・ 2週間の脱灰では約 5伽 と, それぞれ緩徐な表屡下脱灰巣が形成
 されることがまず確め られている。 脱灰期間が長くな り, 3週間を越えると病巣の進展が俄かに急
 激となり, 脱灰巣の深さが ioOμ 以上となり, 4週間の脱灰では 200μ にも及ぶものがあることを
 観察している。 乳歯でも傾向は同様であるが, 脱灰巣の深さは, 3段間脱灰のものでは約 17μ, 1
 週間では 3Gμ, 2週闘では 44μ, 3週間では 80μ, 婆週間では 13恥 と, 一般に永久歯のそれと比
 較すると, 脱灰の深さが浅いことを確認している。 このようにして形成された白斑をそれぞれ欝日
 間づつ石灰化液に漫漬し, 白斑がどのように変化して行くか本論文ではさらに詳しく追 求 し て い
 る。 その結果, 脱灰巣は, 脱灰の進行過程と逆の過程をたどって縮少して行くことを確認 し, 少く
 とも2週間までの脱灰試料では, 永久歯でも乳歯でもかなりの程度まで脱灰巣が再石灰化によって
 回復してくることをマイク覆うジオグラ ムや偏光顕微鏡像か ら開確にしてい る。 一方, 脱灰期間が
 ながく, 脱灰巣の深さが永久歯では 100μ を, 乳歯では 70μ をそれぞれ越すものでは, 回復の 程
 度が極端に減少 してく るこ とを確めてい る。
 本研究ではまた, 再石灰化歯面を走査電子顕微鏡によって詳細に観察し, i週および2週間脱灰
 し石灰化液に浸漬 したものでは, 歯面に均質な沈着物が出現 していること, さらにその深部には,
 薄板状の鋭利な結晶様構造物が存在していることを観察し, その形態学的な特徴から, この欝造物
 を Octa Caldu通 P姦osp蓋ate ない し Dicaiciu搬 P壺osp簸ate De互y摂r3te であろうと推濁 してい る。
 また2週および3週間脱灰したものでは, 石灰化液浸漬歯面に小粒状の結最様構造物が生 じている
 ことを認めているが, この物質がエナメル質表面の脱灰によって生 じたと思われる小窩の部分を閉
 塞しているこ とか ら, 長い 期間脱灰 した場合の再石灰化現象による病巣回復の極端な減少とこの欝
 造物 が重 要な関り合いをもつ ているこ とを 示唆 してい る。
 以上本論文は, まず確実な人工エナメル質初類う蝕病巣の経時的モデルを形成し, それらをそれ
 ぞれ一定の石灰化液に浸漬することによって, 初期う蝕病巣が再石灰化によってどのように動いて
 行くか詳細に検索し, 多くの新知見を得ている。 さらに本論文は初期エナメル質う蝕と見なされる
 白斑の動態について多くの示唆を与えており, 白斑の臨床処置上, 興味ある振針を提示している。
 よっ て本論文は学位授与に値す るもの と認め る。
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